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野
茂
雄
、
正
本
禎
亮
、
松
下
孝
雄
、
森
充
、
栁

澤
壽
昭
、
吉
川
佐
賢
、
渡
邉
榮
樹
、
和
田
明
範

の
10
名
。

　

11
月
の
懇
談
会
は
20
日
に
実
施
。
先
ず
、
10

月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
結
果
に
関
す
る
各
自
の

所
見
が
開
陳
さ
れ
ま
し
た
。

　

卓
話
は
渡
邉
榮
樹
君
の
「
大
規
模
開
発
団
地

の
高
齢
化
問
題
」。
東
京
近
郊
の
築
30
年
以
上

経
っ
た
大
規
模
開
発
団
地
の
家
屋
と
住
民
の
高

齢
化
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て
、
自
身
の
住
む
大

宮
け
や
き
台
の
実
情
を
例
示
し
つ
つ
説
明
。
皆

の
関
心
あ
る
問
題
だ
け
に
、
活
発
な
質
問
や
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
近
況
報
告
と
特
別
参
加
者
を
交
え
た

懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
篠
田
芳
明
、
正
本
禎
亮
、
森
充
、

栁
澤
壽
昭
、
吉
川
佐
賢
、
渡
邉
榮
樹
、
和
田
明

範
。
特
別
参
加
は
鬼
塚
隆
志
（
陸
自
72
）、
壁

村
正
照
（
陸
自
86
）。

陸
修
偕
行
社
総
会

　

昨
年
4
月
1
日
に
偕
行
社
と
陸
修
会
が
合

同
、
陸
修
偕
行
社
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
初
の

総
会
が
10
月
4
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
69
会
か

ら
は
、
靏
田
俊
秀
神
奈
川
偕
行
会
長
、
栁
澤
壽

昭
、
和
田
明
範
が
参
加
。

埼
玉
県
特
攻
隊
慰
霊
祭

　

慰
霊
祭
は
10
月
31
日
に
埼
玉
県
護
國
神
社
特

攻
勇
士
の
像
前
に
お
い
て
行
わ
れ
、
栁
澤
君
が

慰
霊
祭
執
行
者
を
務
め
ま
し
た
。
69
会
か
ら
は

同
君
の
他
、
7
名
が
参
列
し
ま
し
た
。
慰
霊
祭

参
列
者
は
約
50
名
で
、
偕
行
合
唱
団
（
和
田
代

表
）
も
加
わ
り
、
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
9
月
初
旬
、
慰
霊
祭
を
執
行
す

る
埼
玉
県
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会
が
新
た

に
設
立
さ
れ
、
左
記
の
69
会
会
員
が
役
員
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

会
長
：
栁
澤
壽
昭
、
副
会
長
：
今
野
茂
雄
、

渡
邉
榮
樹
、
理
事
：
神
保
明
生
、
正
本
禎
亮
、

森
充
、
広
田
洋
一
、
吉
川
佐
賢
、
和
田
明
範

同
期
生
訃
報

　

ご
逝
去
を
悼
み
謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

　

・
牧
野
邦
彦
様　
　

昨
年
11
月
21
日

　

・
吉
田
守
様　
　
　

昨
年
11
月
12
日

　

・
橋
本
和
夫
様　
　

昨
年
6
月
29
日

　

・
吉
本
靖
夫
様　
　

昨
年
6
月
2
日

　

・
杉
田
守
弘
様　
　

一
昨
年
12
月
20
日

　

・
桐
淵
貞
訓
様　
　

一
昨
年
11
月
25
日

最
後
に

　

新
年
に
お
け
る
皆
様
の
ご
多
幸
と
益
々
の
ご

発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

旧
弘
前
偕
行
社
で

　青
森
県
偕
行
会
総
会

　

青
森
県
偕
行
会
は
、
秋
分
の
日
を
翌
日
に
控

え
た
9
月
21
日
、
旧
弘
前
偕
行
社
小
会
議
室
に

お
い
て
令
和
6
年
度
の
総
会
を
開
催
し
た
。
総

会
は
9
月
下
旬
の
土
曜
日
開
催
を
慣
例
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
東
北
方
面
隊
の
記
念
日
行
事
と

も
重
な
り
参
加
者
の
減
少
と
な
っ
た
。

　

今
年
は
大
き
な
報
告
・
審
議
事
項
を
二
つ
抱

え
て
い
た
。

　

一
つ
は
、「
旧
弘
前
偕
行
社
の
弘
前
市
へ
の

移
管
に
つ
い
て
」、
二
つ
目
は
、「
偕
行
会
主
催

防
衛
講
話
の
開
催
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。

　

総
会
は
、
国
歌
斉
唱
の
後
、
会
長
挨
拶
、
参

加
者
の
自
己
紹
介
と
続
き
議
事
の
審
議
に
入
っ

た
。
ま
ず
、「
旧
弘
前
偕
行
社
の
弘
前
市
へ
の

移
管
に
つ
い
て
」、
弘
前
厚
生
学
院
監
事
で
も

あ
る
会
長
か
ら
移
管
の
経
緯
と
、
移
管
後
の
管

理
運
営
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
昨
年
来

の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
弘
前
厚
生
学
院
が
所
有

す
る
国
の
重
要
文
化
財｢

旧
弘
前
偕
行
社｣

と

市
指
定
の
保
存
緑
地｢

遑
止
園｣

を
、
弘
前
市

で
取
得
し
て
も
ら
う
経
緯
が
報
告
さ
れ
た
。
建

物
は
無
償
で
、
土
地
は
有
償
で
譲
り
渡
す
細
部

が
述
べ
ら
れ
た
。
土
地
は
約
5
4
2
0
坪
で

坪
約
7
万
円
、
総
額
4
億
1
4
3
1
万
円
で

あ
る
こ
と
。
そ
の
金
額
は
、
土
地
評
価
額
の
約

半
分
で
あ
る
が
、
厚
生
学
院
の
閉
校
に
伴
う
経

費
、
校
舎
解
体
費
用
、
借
金
返
済
を
合
計
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。
学
院
が
解
散
す
る
こ
と
か

ら
経
費
が
余
っ
て
も
手
元
に
残
ら
ず
、
全
て
上

納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
で
あ
っ
た
こ

と
。
弘
前
市
は
、
9
月
13
日
に｢

偕
行
社
の
土

地
取
得
案｣

を
定
例
市
議
会
に
追
加
提
案
し
、

同
月
27
日
に
可
決
さ
れ
、
10
月
中
に
仮
契
約
が

成
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
市
の
計
画

は
事
前
に
地
元
の
陸
奥
新
報
に
8
月
24
日
報
道

さ
れ
、
市
民
の
理
解
、
市
議
会
議
員
の
理
解
が

得
ら
れ
て
い
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。

　

｢

旧
弘
前
偕
行
社｣

の
弘
前
市
取
得
に
あ
た
っ

て
は
、
市
議
会
に
お
い
て
偕
行
会
員
で
も
あ
る

野
村
議
員
が
、
財
団
法
人
偕
行
社
の
紹
介
と
同

社
か
ら
の
多
大
な
寄
付
と
会
員
多
数
の
寄
付
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、｢

市
と
し
て
取
得
す
べ
き

で
あ
る｣
と
の
訴
え
も
あ
っ
た
。
そ
の
寄
付
は
、

平
成
26
年
に
今
は
亡
き
伊
藤
前
会
長
の
、
偕
行

社
へ
の
依
頼
か
ら
始
ま
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、

公
益
財
団
法
人
と
し
て
は
、
学
校
法
人
に
寄
付

す
る
方
策
は
、
細
い
針
に
糸
を
通
す
位
に
難
し
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い
と
さ
れ
、
学
校
法
人
厚
生
学
院
が｢

旧
弘
前

偕
行
社｣

を
弘
前
市
に
寄
付
し
、
弘
前
市
の
所

有
と
な
れ
ば
解
決
す
る
と
打
診
も
さ
れ
努
め
た

が
、
当
時
の
同
学
院
に
一
蹴
さ
れ
た
経
緯
が

あ
っ
た
。
そ
れ
が
約
8
年
の
時
の
流
れ
に
よ
り

実
現
し
た
の
で
あ
る
。
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
と

報
告
さ
れ
た
。

　

二
つ
目
の
「
偕
行
会
主
催
防
衛
講
話
の
開
催

に
つ
い
て
」
は
、
8
月
末
に
元
西
方
総
監
本
松

敬
史
氏
よ
り
打
診
が
あ
り
、
9
月
2
日
に
は
9

師
団
副
師
団
長
岡
部
将
補
か
ら
の
電
話
に
よ

り
、
概
要
を
理
解
し
た
。
4
日
に
は
本
松
氏
か

ら｢

講
師
は
元
9
師
団
長
亀
山
慎
二
氏
、
時
期

は
12
月
上
旬
、
主
催
：
偕
行
会
、
後
援
：
公
益

財
団
法
人
陸
修
偕
行
社
、
協
賛
：
青
森
駐
屯
地

修
親
会
、
公
益
社
団
法
人
隊
友
会　

青
森
県
隊

友
会
、
自
衛
隊
家
族
会　

青
森
県
家
族
会｣

と

す
る
こ
と
と
連
絡
を
受
け
た
。
早
速
会
場
確
保

に
電
話
し
た
も
の
の
、
ホ
テ
ル
青
森
や
ア
ッ
プ

ル
パ
レ
ス
な
ど
の
馴
染
み
の
会
場
は
今
年
一
杯

満
杯
と
の
こ
と
。
試
し
に
保
護
司
会
等
の
福
祉

関
連
施
設
の｢

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ｣

に
問
い
合

わ
せ
る
と
、
12
月
5
日
（
木
）
な
ら
ば
空
い
て

い
る
と
の
こ
と
、
会
場
の
収
容
人
員
は
3
5
0

名
で
あ
り
、
青
森
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
の

で
確
保
し
て
、「
防
衛
講
話
の
開
催
調
整
案
」
を

作
成
し
、県
隊
友
会
長
及
び
県
家
族
会
長
に
メ
ー

ル
で
協
賛
を
依
頼
し
了
承
を
得
た
。
9
日
（
月
）

に
岡
部
副
師
団
長
に
文
書
で
同
案
を
届
け
た
と

こ
ろ
、
メ
ー
ル
で
青
森
駐
屯
地
修
親
会
の
担
当

者
は
同
駐
屯
地
総
務
科
長
鎌
田
3
佐
で
あ
る
と

連
絡
が
あ
り
、
同
氏
と
メ
ー
ル
で
細
部
を
調
整

し
、
講
演
会
の
案
内
を
作
成
し
た
。
そ
の
案
内

文
で
審
議
し
た
と
こ
ろ
、
講
演
会
の
開
催
は
準

備
か
ら
、実
施
、懇
親
会
ま
で
大
変
な
事
で
あ
り
、

組
織
を
編
成
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

提
案
が
あ
り
、
偕
行
会
員
は
県
隊
友
会
長
で
も

あ
る
堀
内
会
員
、
75
期
の
末
永
会
員
、
田
中
会

員
が
青
森
市
在
住
で
あ
り
、
隊
友
会
は
東
青
支

部
長
で
も
あ
る
外
崎
会
員
始
め
支
部
の
会
員
、

家
族
会
も
同
様
青
森
市
内
の
会
員
の
協
力
を
期

待
し
、
修
親
会
も
期
待
で
き
る
と
了
承
を
得
た
。

　

そ
の
他
、
昨
年
の
事
業
報
告
、
今
年
度
の
活

動
方
針
の
審
議
な
ど
を
行
い
、
引
き
続
く
懇
親

会
は
9
名
の
出
席
と
な
っ
た
。
終
わ
り
に
全
員

で
会
場
内
で
写
真
を
撮
り
、｢

海
ゆ
か
ば｣

を

合
唱
し
た
。
来
春
の
花
見
で
の
再
会
を
期
し
て

旧
弘
前
偕
行
社
を
後
に
し
た
。

令和6年9月21日　青森県偕行会総会

■
世
界
の
動
き

10
月

1
日　

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
レ
バ
ノ
ン
南
部

の
ヒ
ズ
ボ
ラ
に
限
定
的
地
上
攻
撃

・
イ
ラ
ン
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
1
8
0
発
以

上
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
報
復
攻
撃

・
メ
キ
シ
コ
で
初
の
女
性
大
統
領
ク
ラ
ウ

デ
ィ
ア
・
シ
ェ
イ
ン
バ
ウ
ム
氏
が
就
任

2
日　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
東
部
ド
ネ
ツ
ク

州
激
戦
地
ウ
グ
レ
ダ
ル
か
ら
部
隊
撤
退
許

可
を
発
表
（
3
日
露
軍
同
地
制
圧
発
表
）

7
日　

ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の

奇
襲
攻
撃
か
ら
1
年
。
和
平
交
渉
停
滞

13
日　

米
国
防
総
省
が
T
H
A
A
D
の

イ
ス
ラ
エ
ル
配
備
を
決
定

14
日　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
、「
北
朝

鮮
が
露
軍
に
人
員
派
遣
し
て
い
る
」

・
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
レ
バ
ノ
ン
北
部
を
攻

撃
（
15
日
レ
バ
ノ
ン
東
部
へ
の
攻
撃
開
始
）

16
日　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
最
高
会
議
（
議
会
）
で
対
露
「
戦
勝

計
画
」
を
発
表

17
日　

イ
ス
ラ
エ
ル
が
ハ
マ
ス
最
高
指
導

者
シ
ン
ワ
ー
ル
氏
殺
害
を
発
表

18
日　

韓
国
国
家
情
報
院
が
北
朝
鮮
の
特

殊
部
隊
約
1
5
0
0
人
が
露
軍
部
隊
に
駐

屯
し
て
い
る
と
発
表
。
派
遣
規
模
は
総
勢

1
・
2
万
人
と
推
定

20
日　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
国

防
相
が
新
大
統
領
に
就
任

21
日　

米
国
防
長
官
が
T
H
A
A
D
の

イ
ス
ラ
エ
ル
で
配
置
に
つ
い
た
と
発
表

23
日　

英
独
が
防
衛
協
力
協
定
に
署
名

25
日　

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
X
に
北

朝
鮮
兵
は
「
早
け
れ
ば
27
～
28
日
に
も
戦

闘
地
域
に
配
備
」
と
投
稿

26
日　

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
イ
ラ
ン
国
内
の

ミ
サ
イ
ル
工
場
、
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
等
を

攻
撃
（
核
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
は
回
避
）

28
日　

米
国
防
総
省
が
、
北
朝
鮮
が
戦
闘

に
加
わ
れ
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
米
兵
器

使
用
に
新
た
な
制
限
を
課
さ
な
い
と
発
表

11
月

3
日　

モ
ル
ド
バ
大
統
領
選
決
選
投
票
で

親
E
U
の
現
職
サ
ン
ド
ゥ
大
統
領
が
勝
利

5
日　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
防
相
が
ク
ル
ス
ク

で
北
朝
鮮
軍
と
交
戦
が
あ
っ
た
と
明
言

・
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
が
ガ
ラ
ン
ト
国
防
相

を
解
任
、
後
任
に
カ
ッ
ツ
外
相

・
パ
ラ
オ
大
統
領
選
。
12
日
に
親
米
派
の

現
職
が
勝
利
宣
言

6
日　

米
大
統
領
選
で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
当

選
確
実
（
7
日
ハ
リ
ス
候
補
敗
北
宣
言
）

9
日　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
北
朝
鮮
と
の

「
包
括
的
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
約
」

の
批
准
文
書
に
署
名
（
11
日
北
朝
鮮
批
准
）

偕
行
軍
事
情
勢

（
10
月
~
11
月
）




